
 
　 救急外来を受診するときの注意

　救急外来診療は人手が少なく、可能な検査や処置も限
られます。通常の外来診療との違いを知りましょう。
　連休中は救急外来の混雑が予想されます。診察の待ち
時間や診察時間が通常より長くなるので、県のこども急
病電話相談や救急安心電話相談なども利用しましょう。
救急外来の特徴
①救命最優先　②診察は重症度順　③当番医が診療　
④処方は必要最小限
こども急病電話相談（小児救急電話相談）
相談時間／午後７時〜翌午前６時
電話番号／ #8000（☎043-242-9939）
相談例／子どもの発熱、けいれん、嘔

おう

吐
と

、けがなど
救急安心電話相談
相談時間／●平日・土曜日：午後６時〜11時　●日曜
日・祝日・年末年始（12月29日〜１月３日）・ゴールデン
ウイーク（４月29日〜５月５日）：午前９時〜午後11時
電話番号／ #7009（03-6735-8305）
相談例／救急外来を受診するか迷ったときなど

 
　 ゴールデンウイークの診療体制

　ゴールデンウイーク期間中の診療体制は、次のとおり
です。

●５月２日（木・休）は通常診療を行います。
●救急外来は常時診察を受け付けます。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　脳血管疾患（脳卒中）には、血管が詰まる脳梗塞と血管
が破ける脳出血があります。脳梗塞は動脈硬化が進ん
で血管が詰まる場合と、不整脈（心房細動）で心臓の中に
血の塊ができ、脳の血管に飛んで詰まる場合とがありま
す。脳出血は多くの場合、高血圧が原因で起こります。
脳梗塞の予防
　動脈硬化の原因になる生活習慣病の予防が大切です。
高血圧や脂質異常症、糖尿病など、健診で異常が指摘
された場合は医療機関を受診しましょう。食事、運動
療法による生活習慣の見直しや薬物療法を検討します。
　不整脈は65歳以上の高齢者の５％から10％に見ら
れます。症状がなく発見が遅れることもあるため、動

どう

悸
き

や脈の不整などの自覚がある場合は、すぐに医療機
関を受診しましょう。早期発見と治療が大切です。
脳出血の予防
　高血圧への対策には減塩を心掛けることが重要で
す。汁物を残す、減塩の調味料を使う、むやみに調味

料を掛けない、漬物を控える、塩味から酸味を利用し
た味付けにするなど、塩分を１日６ｇ以下にする工夫
をしましょう。
普段の生活で気を付けること
　喫煙や１日１合以上の飲酒、過労やストレスの蓄積
などは生活習慣病、脱水、不整脈の原因になります。
脱水を避けることも重要で、対策としては小まめに水
分を取ること、特に入浴前後では必ず水を飲むことが
勧められます。
　寒さも血管を収縮させて血圧を上げるため、脳卒中
の予防には防寒対策も大切です。
脳卒中の早期発見
　脳卒中が発症した場合は、早期に診断や治療をする
ことで、回復を早め後遺症を軽減することができます。

「体の片側だけが動きにくい」「しびれる」「しゃべりにく
い」「目まいが治らない」「片側の視界がぼやける」などの
症状は、脳卒中の疑いがあります。一時的によくなる
こともありますが、病気の状態であることに変わりは
ないので、早急に医療機関を受診することが大切です。
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脳血管疾患を予防しよう

ゴールデンウイークの診療体制
日　程 診療体制

５月１日（水・祝） 休診
２日（木・休） 特別診療日（全診療科が診療）
３日（金・祝）

休診
４日（土・祝）
５日（日・祝）
６日（月・振休）
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